
　「和のコトAsobi」を開催。組みひも体験や着物モデ
ル撮影会、アートワークショップや手しごと作品の販
売など、着物や和に親しむイベントです。まちなかと
臨江閣をつなぐ人力車も運行。この機会に着物で出掛
けてみませんか。
▪組みひも体験
日時＝10月17日㈯午前11時30分・午後２時、18日
㈰午前10時・午後０時30分
会場＝前橋公園日本庭園和室
▪人力車運行
日時＝10月17日㈯午前10時～午後４時（受け付け
は午後３時まで ）

　アーティストの白川昌生さんが書いた前橋の物語に
登場する、誰でも参加できるお祭り「駅家の木馬祭り」
を開催。子どもたちを乗せた木馬を引いて、掛け声や
音楽、踊りとともに商店街を練り歩きます。前々夜祭
と当日の木馬の練り歩きや木馬踊りに参加する人を募
集します。詳しくは同実行委員会・我妻さん☎090-
2478-7392へ問い合わせてください。
日時＝〈①事前の踊り練習 〉10月16日㈮午後６時～
７時30分〈②前々夜祭 〉同午後８時～９時〈③駅家の
木馬祭り 〉10月18日㈰午前11時、同午後２時
会場＝①②はヤマダグリーンドーム前橋第５駐車場③
は大蓮寺前（千代田町三丁目 ）

　市県民税納税通知書などの封筒に掲載する、
企業などの有料広告を募集します。詳しくは本
市ホームページをご覧ください。
封筒の種類・掲載スペースなど＝右表のとおり
対象＝企業や団体など
申込書の配布＝市役所市民税課へ。本市ホーム
ページからダウンロードもできます
申し込み＝10月30日㈮までに申込書に記入し
広告原稿を添えて、同課へ直接

運行ルート＝臨江閣―県庁―前橋テルサ
費用＝１回１人200円 (３人まで乗車可。着物を着て
いる人は無料)
▪赤城姫・渕名姫着物モデル撮影会
日時＝10月18日㈰午前10時～正午
会場＝前橋公園日本庭園
▪着物ショー
　一般応募のモデルが、和服を
着てランウエーを彩ります。
日時＝10月18日㈰午後２時
会場＝臨江閣

対象＝どなたでも（未就学児は保護者同伴 ）
申し込み＝当日会場へ直接

ぜひ着物でお出掛けを

まちなかを木馬が練り歩く

広告を掲載しませんか

着物で和と乙を楽しむ２日間

「駅家の木馬祭り」開催します

市民税封筒に有料広告を募集

 前橋観光コンベンション協会　☎ 027-235-2211

アーツ前橋　☎ 027-230-1144

市民税課　☎ 027-898-6203

催事

募集

有料広告募集一覧表

封筒の種類 掲載スペース 使用期間 作成予定
枚数 費用（１枠 ）

個人市県民税
納税通知書

縦70mm×横90mm、
１枠（黒一色 ）

来年６月～
平成29年５月 ９万枚 見積り合わせ

（最低10万円 ）

法人市民税
申告書

縦75mm×横200mm、
３枠（黒一色 ）

来年４月～
平成29年３月 １万枚

各３万円
特別徴収税額
通知書など

縦105mm×横
140mm、
４枠（黒一色 ）

来年５月～
平成29年４月 １万3,000枚

募集
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　今、何人かの方の心に触れて、萩
原朔太郎賞をいただくことになりま
した。このひびきを受けて、できるこ
となら、歩んでいきたいと思います。
ありがとうございました。

　敷島公園ばら園で、10月17日㈯から11月３日㈫まで
秋のバラフェスタを開催。期間中は午後８時30分まで、
バラ花壇をライトアップします。初日午前10時からの
オープニングセレモニーでは、前橋産切りバラを先着
300人にプレゼント。期間中、県庁昭和庁舎内ぐんま花
燃ゆ大河ドラマ館との間で無料シャトルバスも運行し
ます。
▪前橋産新鮮野菜市（売り切れ次第終了）
日時＝10月17日㈯午前10時15分、24日㈯午前９時

▪観光物産展・バラや苗などの販売
日時＝開催期間中の午前９時～午後５時（観光物産展は
午後４時30分まで）
▪スタンプラリー（小学生以下対象）
日時＝開催期間中の土日曜・祝日、午前９時～午後４時
▪ばらガイドによる園内案内
日時＝開催期間中の午前10時～午後３時

問い合わせは　公園管理事務所  ☎027-210-2010

◦受賞コメント

▪最終選考
　選考委員と最終選考候補は次のとおりです。
◦選考委員（50音順・敬称略）
　佐々木幹郎（詩人 ）、建畠晢（詩人・美術評
論家）、松浦寿輝（詩人・小説家）、三浦雅士（文
芸評論家・萩原朔太郎研究会会長 ）、吉増剛造

（詩人 ）
◦候補作品・作者・出版社（作品刊行順・敬称略）
　『膝で歩く 』季村敏夫（書肆山田 ）、『死んで
しまう系のぼくらに 』最果タヒ（リトルモア ）、

『バス停に立ち宇宙船を待つ 』友部正人（ナナ
ロク社 ）、『木にたずねよ 』和合亮一（明石書
店 ）、『雁の世 』川田絢音（思潮社 ）、『Tiger　is
here.』川口晴美（思潮社 ）
▪贈呈式・記念のお話
日時＝10月31日㈯午後１時
会場＝前橋文学館
対象＝一般、先着80人
内容＝賞の贈呈や川田絢音さんの話、岩田恵さ
んによる詩の朗読・筝

こと

演奏と今井尋也さんによ
る鼓演奏の共演、岡庭呑石さんの書画展示など 
申し込み＝10月13日㈫から同課へ

�雁の世
川田絢音、珠玉の18編。
2015年５月刊（思潮社 ）

秋のバラフェスタを開催

川田絢音さんのプロフィル
昭和15年、中国チチハル生まれ。武蔵野音
楽大中退。詩人。詩集に『空の時間 』、『朝の
カフェ』、『雲南 』、『それは 消える字 』など。 
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